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 本書がテーマとした「社会的対話」は、経済的側面と社会的側面のバランスを保った発展にな

くてはならない枠組みである。本書でも、社会的対話は、ＩＬＯの三者構成原則を基底に据えな

がらも、環境や消費者保護を含んだ市民社会の発展と参加をも視野に入れて論じている。以下 

下記の構成により記述されている。 

 第１部 第１章から第３章までは、章題の切り口で社会的対話の持つ意味を論じている。 

第２部 第４章から第６章までは、労働組合、使用者団体、政府関係それぞれの立場から、「労

働組合の社会的対話の取り組み」、「経営者側から見たアジアにおける労使関係」、「ア

ジア諸国における労使関係と今後の展望」について報告されている。 

第３部 第７章から第９章までは、中国・韓国・日本のレポートを掲載し、社会的対話実現への

課題展望を示している。最新の状況を、その国の歴史的特質と結びつけた論文である。 
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